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発表講演などのキャンセルガイドライン 
 (2015/11/26 制定) 

  
1. 講演などのキャンセルが WEB 講演申込み完了登録後から,プログラム編成中,または, GKK 誌印刷中に

あり, 年会 HP 上でのプログラム公開前までの場合 

 

1) 社会通念上認められる理由でキャンセルの申し出があれば, 基本的に講演などのキャンセルを認める。

なお，申込者からキャンセルの申し出がない場合でも, 発表にあたって共著者の許諾がない, 盗作の疑

義など特別の事情によりキャンセルが適切な場合は, プログラム委員会と担当セッションのコンビー

ナー間で検討し，講演をキャンセルする場合がある。 

2）コンビーナーに報告した上で, 当該講演を WEB 講演申込みサイト内でキャンセルの操作をする。それ

以降, プログラム編成, GKK 誌や年会 HP 上プログラムの公開, 講演要旨集印刷はしない。 

3）講演申込者がこの 1 の時点まで参加登録費を納めた場合, WEB 講演申込み利用や講演プログラム作成

などの諸費用がかかっているので, 参加登録費は半額を返金する。講演要旨集は送らない。 

4) 講演申込者がこの 1 の時点まで参加登録費を納めていない場合，参加登録費は半額を請求する。講演

要旨集は送らない。 

5）講演申込者でない参加予定者がこの１の時点まで参加登録費を納め，参加をキャンセルした場合、参加

登録費は全額を返金する。 

 

２. GKK 印刷後, 年会 HP上プログラム公開後から講演要旨集冊子印刷中までに講演などをキャンセルす

る場合 

 

1）社会通念上認められる理由で取り下げの申し出があれば, 基本的に講演などのキャンセルを認める。 

2） GKK 誌は既に印刷終了しているためプログラムの訂正ができないのでそのまま発行するが, 年会 HP

上のプログラムでは講演番号だけを残して「キャンセル」の文字を入れた訂正版で公開しなおす。 

3）発表会場では，講演番号を残すため，口頭発表の場合は, コンビーナーと相談しその講演時間は休憩

などの対策を講じてもらう。ポスターの場合は, そのボードを空けて「キャンセル」の貼紙をする。 

4）講演要旨集では時間的に可能であれば, 当該講演番号と「キャンセル」と記載した掲載ページに差し

替え, その他の発表内容は削除し掲載しない。但し，講演要旨は、基本的に講演申込みの結果であり、

実際の講演の実施や内容を保証するものではないため、印刷中差し替えが間に合わない場合はそのまま

講演要旨を掲載することがある。その講演がキャンセルされていることを年会 HP などで明示する。 

5)  J-Stage で公開する講演要旨集電子ジャーナルでは一切公開せず, 当該講演番号は欠番となる。 

6）講演申込者がこの 2 の時点まで参加登録費を納めた場合，WEB 講演申込み利用, 講演要旨の校正・公

開・印刷などの諸費用がかかっているので, 参加登録費は全額返金しない。希望なら講演要旨集を送る。 

7）講演申込者がこの 2 の時点まで参加登録費を納めていない場合, 参加登録費は全額を請求する。納入

確認後，希望なら講演要旨集を送る。 

8) 講演申込者ではない参加予定者がこの 2 の時点まで参加登録費を納め，参加をキャンセルした場合, 講

演要旨集を印刷中なので参加登録費は半額を返金する。希望なら講演要旨集を送る。 

 

３. 講演要旨集冊子印刷後から当日までに講演などをキャンセルする場合 

 

1) 社会通念上認められる理由でキャンセルの申し出があれば, 基本的に講演などのキャンセルを認める。 

2) GKK 誌プログラムは印刷発行済み, 講演要旨集も印刷済みなので訂正できない。但し年会 HP 上のプロ

グラムでは講演番号だけを残して「キャンセル」の文字を入れた訂正版で公開しなおす。 

3) 発表会場では，上記 2-3)と同様の対応をする。 

4) 講演要旨は削除などできない状況なのでそのまま講演要旨を掲載することとなるが，その講演がキャン

セルされていることを年会 HP などで明示する。 

5) J-Stage 公開は上記 2-5)と同様の対応をする。 



 - 2 -

6) 講演申込者がこの 3 の時点まで参加登録費を納めた場合，上記 2-6)と同様に参加登録費は全額返金しな

い。希望なら講演要旨集を送る。 

7) 講演申込者がこの 3 の時点まで参加登録費を納めていない場合, 参加登録費は全額を請求する。納入確

認後，希望なら講演要旨集を送る。 

8) 講演申込者ではない参加予定者がこの 3 の時点まで参加登録費を納め，参加をキャンセルした場合, 講

演要旨集を既に印刷したので参加登録費は全額返金しない。希望なら講演要旨集を送る。 

 
 
キャンセル時期と年会運営スケジュールとの関係 

 
       年会スケジ

ュール 
 
取り下げ時期 

WEB 講演申込み終

了 
プログラム編成

GKK 誌 
プログラム 

印刷 

年会 HP 
プログラム公開

講演要旨集印刷中 当日 

WEB 講演申込み終了後 取り下げ 1/2 返金⇒           

プログラム編成中 取り下げ 1/2 返金＝＝＝＝＝＝＝⇒         

GKK誌プログラム印刷中～ 
年会 HP プログラム公開前 

取り下げ 1/2 返金＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝⇒

 講演申込みデータを削除するので公開なし       

GKK誌プログラム印刷終了 
年会 HP プログラム公開後

～ 
講演要旨集印刷中 

取り下げ  返金無し＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝⇒ 
1) GKK 冊子プログラムは変更できない。 
2) 年会 HP プログラムは講演番号を残し「キャンセル」と記載作成しなおす。 
3) 講演要旨集は掲載頁を残し講演番号と「キャンセル」文字に差し替える。 
4) 差し替えが間に合わない場合，講演要旨は、基本的に講演申込みの結果であり、実際の講

演の実施や内容を保証するものではないため、後に講演取り下げがあっても講演要旨を掲載

することがある。但しその講演が取り下げされていることを年会 HP などで明示する。 
5) J-Stage では公開しない。 

  

講演要旨集印刷後から当日 

取り下げ  返金無し＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝⇒

講演要旨は削除などできない状況なのでそのまま講演要旨を掲載することとなる。 
但し，その講演が取り下げされていることを年会 HP などで明示する。 
J-Stage では公開しない。 

 


